
 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                          

校長 杉谷 明 

12月 5日(木)、枇杷島小・半田小の６年生を迎えて生徒主体の「いじめ見逃しゼロスクール集会」を

行います。１１月は集会に向けて、学年学級や生徒会本部・専門委員会が様々な活動を進めてきました。 

11月 14日(木)の全校集会でも、いじめについて話をしました。以下、校長講話の内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ見逃しゼロを目指して 

教育目標  自ら学び 共に高め合う 心豊かな生徒 
 <校訓  文武両道> 

   Tel  ２１－０５５５      FAX ２１－０771 
〒945-0824 柏崎市大字枇杷島 2842番地１ 

柏崎市立鏡が沖中学校 
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１０月３１日、文部科学省から「いじめに関する調査結果(R5)」が発表されました。資料によると、いじめの発生

件数は、全国の中学校で過去最高の約１２万３千件でした。いじめ防止対策推進法(H25)が成立した翌年が約

５万３千件でしたので、約１０年で２倍以上になったということです。この数値、皆さんはどう思いますか？ 

調査分析によると、増加の背景として、「いじめ防止対策推進法(H25)におけるいじめの定義やいじめの積

極的な認知に対する理解が広がったこと」や、「アンケートや教育相談の充実などによる生徒に対する見取りの精

緻化(非常に細かな点にまで注意が行き届いていること)」、「SNS等のネット上のいじめの積極的な認知が進ん

だこと」などが考えられます。いじめの定義が変わった。これは、「殴る、蹴る、お金を取る」など、誰がどう見ても

悪いことをこれまで「いじめ」としていましたが、「相手の心身（こころ・からだ）に苦痛を与える行為は「いじめ」と

認定される」ということです。具体的には，「冷やかし，からかい，悪口、持ち物を隠す、悪ふざけ、いじり」などもす

べて「いじめ」になります。皆さんは、周囲の人との接し方について、「いじめ」に当たる行為をしていませんか。 

ここで、「どうすればいじめはなくなるのか。」を考えましょう。「いじめはいけないこと」と誰もが頭では理解して

いますが、なくなりません。統計がそれを示しています。しかし、私たち人間は理性を持っています。他の気持ち

を思いやる心をもっています。なくすための努力をすることができます。 

昨年も話した次の５点は、「いじめを無くすため」に気を付けることです。11月に学年学級や生徒会専門員会

でも取り組んでいることですね。確認します。 

 

①相手の気持ちを考えた発言 
～したら、～と言ったら相手はどう思うでしょうか。逆に自分がそうされたら、 

どう感じるでしょうか。相手の気持ちを考えられる、想像力を鍛えてください。 

②失敗・失言した時に謝罪することの大切さ 
失敗したら、失言したら、きちんと心から謝ること。 

その反省を生かし、その失敗を絶対に繰り返さないこと。 

③普段から正しい言葉遣いをすること 
言葉遣いは大切です。親しき中にも礼儀あり！普段の会話が乱暴 

になっていませんか。傷つける言葉が普通になっていませんか。 

明るく、ポジティブ、正しい言葉遣いで、言語環境から整えていきましょう。 

④相手の良い点に注目すること 
周りの人の長所探しをしましょう。人には必ず良い点があります。 

それを見つけ理解すること、多様性を認めることが大切です。 

⑤挨拶の重要性 
「コミュニケーションの始まり」「人間関係の潤滑油」「好ましい集団形成」には、挨拶です。 

鏡が沖中の皆さんの挨拶は、良いと思いますが、さらに上を目指しましょう。 

 

私たちは理性を持った人間です。 

本能・感情をコントロールして、好ましい人間関係を、社会を、学校を一緒に作りましょう。 

第１７回いじめ防止標語コンテスト受賞作品抜粋 

◎「いじめられたやつも悪いじゃん？」 その言葉 一生の後悔 

◎「冗談じゃん。」「真に受けんなよ。」 あなたにとっては魔法の言葉 私にとっては悪魔の言葉 

◎あの子にとっての 「本当の友達」 でありたい 

全校集会で、いじめ防止標語コンテ

ストの作品をいくつか紹介しました 



生徒の安全を第一に考え、予定どお

り１１月末日をもって、自転車通学を

停止します。地域の方からも登下校の

様子を見守っていただき、ありがとう

ございました。 

今後、自家用車での送迎が増えるこ

とが予想されます。校地内での通行に

つきましては、十分気を付けていただ

くとともに、事故防止の観点から決め

られた場所での送迎にご協力をお願い

します。 

【お知らせ】週末、年末年始に JRを利用し旅行することを計画している皆さんへ。 

個人旅行でＪＲを利用する場合、「学生割引乗車券(学割)」が利用できます。これを利用すると「JRから

指定を受けた中学・高校・大学等の学生・生徒で、利用区間の片道の営業距離が 101km以上ある場合、

乗車券が２割引」になります（特急料金等は安くなりません。10円未満の端数は切り捨てです。） 

この学割を利用するには、以下の手続きが必要です。 

①生徒から学級担任に申し出て「旅行届」をもらう。 

②生徒(保護者)は旅行届を記入し学級担任に提出する。 

③学級担任は記入内容(条件に当てはまるか)を確認し、押印

して学校担当者に提出する。 

④学校担当者は内容確認し学割証を発行し、学級担任を通し生徒に学割証を渡す。 

⑤生徒(保護者)は不備がないか確認し、学割証をもって JR窓口で乗車券を購入する。 

＊手続きに時間がかかります。必要な方は乗車券購入の１０日以上前には申請(上記①)するようにお願

いします。特に冬休み中に利用したい方は、冬休み前に申請するようにしましょう。 

 

 からだと心・健康についての意識が高まりました 

1年生 歯科指導 

虫歯予防・歯肉炎予防のためブラッシング・フロスの実技指導を行いまし

た。また、歯科衛生士の方より、口腔内の健康維持が全身の健康にもつなが

るという説明をいただき、正しいブラッシングの必要性を学びました。 

2年生 がん教育 

がんを身近な問題として理解できるように基礎的な知識を習得し、

病気への対応力を学びました。また、困難なことに対して前向きに生き

る力を学び、自己の在り方や生き方を考えるきっかけとなりました。 

3年生 性教育「１５歳の生と性」 

思春期とは「こども」から「大人」に成長するする時期であること、

「大人」になるために知っておきたいこと、「性の多様性」等、様々な

観点からお話しいただき、一人一人がかけがえのない大切な「命」で

あること、幸せになるために生まれてきたことを再確認する機会に

なりました。 

２日（月）基礎基本テスト数学 

３日（火）健康スキルアップ週間～９日（月） 

 ５日（木）いじめ見逃しゼロスクール集会 

 ７日（土）アンサンブルコンテスト 

 ９日（月）職員会議 １・２年学力検査～１０日（火） 

１０日（火）保護者会～１３日(金) 

１６日（月）生徒会専門委員会 代議員会 

１９日（木）生徒集会 

２０日（金）３年確認テスト 休業前集会 

２３日（月）授業終了日  

２４日（火）冬季休業（～１／７） 

２５日（水）生徒会交歓会(第五中)  

自転車通学の停止について 


